
社
告 

第
５
８
回
中
日
文
化
賞
決
ま
る 

 

第
五
十
八
回
中
日
文
化
賞
の
受
賞
者
が
決
ま
り
ま
し
た
。
各
界
か
ら
推
薦
さ
れ
た
五
十
四
件
の
個
人
、

団
体
に
つ
い
て
、
専
門
家
ら
の
意
見
を
参
考
に
選
考
を
重
ね
た
結
果
、
左
記
の
五
氏
と
し
ま
し
た
。
こ
の

賞
は
中
日
新
聞
社
が
各
分
野
で
文
化
の
向
上
に
寄
与
さ
れ
た
方
々
に
贈
っ
て
い
ま
す
。
贈
呈
式
は
三
十
一

日
に
名
古
屋
市
中
区
栄
の
中
日
ビ
ル
内
中
日
パ
レ
ス
で
行
い
、
正
賞
（
腕
時
計
）
、
副
賞
（
二
百
万
円
）
、

賞
状
（
杉
本
健
吉
氏
デ
ザ
イ
ン
）
を
贈
り
ま
す
。
（
敬
称
略
・
五
十
音
順
、
業
績
は
＜
４
＞
面
に
） 

 

現
代
中
国
研
究
と
日
中
学
術
交
流
面
へ
の
貢
献 

愛
知
大
学
国
際
中
国
学
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長 

加
々
美
光
行
（
か
が
み
み
つ
ゆ
き
） 

脳
科
学
研
究
と
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
へ
の
応
用 

国
際
電
気
通
信
基
礎
技
術
研
究
所
脳
情
報
研
究
所
長 

川
人
光
男
（
か
わ
と
み
つ
お
） 

現
代
陶
芸
に
よ
る
国
際
的
活
躍 

陶
芸
家 

鯉
江
良
二
（
こ
い
え
り
ょ
う
じ
） 

生
物
時
計
の
分
子
機
構
解
明 

名
古
屋
大
学
理
学
研
究
科
教
授 

近
藤
孝
男
（
こ
ん
ど
う
た
か
お
） 

肝
門
部
胆
管
が
ん
に
対
す
る 

根
治
的
外
科
治
療
法
の
確
立 

名
古
屋
大
学
医
学
系
研
究
科
教
授 

二
村
雄
次
（
に
む
ら
ゆ
う
じ
） 

中
日
新
聞
社



第
５
８
回
中
日
文
化
賞 

あ
ふ
れ
る
知
性 

  

肝
門
部
胆
管
が
ん
に
対
す
る
根
治
的
外
科
治
療
法
の
確
立 

名
古
屋
大
学
医
学
系
研
究
科
教
授 

二
村
雄
次
氏 

世
界
で
群
を
抜
く
成
功
率 

 

消
化
器
が
ん
の
中
で
も
手
術
が
難
し
く
、
以
前
は
治
療
が
ほ
ぼ
不
可
能
だ
っ
た
「
肝
門
部
胆
管
が
ん
」

の
精
密
診
断
法
と
根
治
性
、
安
全
性
の
高
い
手
術
法
を
確
立
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
約
三
百
例
の
手
術
に
取

り
組
み
、
根
治
切
除
率
７
８
％
、
五
年
生
存
率
２
７
％
。
こ
の
実
績
は
、
手
術
数
、
成
功
率
と
も
に
世
界

で
群
を
抜
く
。 

 

胆
管
は
、
肝
臓
で
つ
く
ら
れ
た
消
化
液
の
胆
汁
の
通
り
道
。
肝
門
部
は
肝
臓
内
の
胆
管
が
出
て
く
る
場

所
で
、
が
ん
が
で
き
る
と
胆
汁
で
つ
ま
り
、
肝
障
害
が
起
き
る
。
手
術
で
胆
管
だ
け
を
取
り
出
し
て
も
肝

臓
に
が
ん
が
残
り
、
根
治
さ
せ
る
た
め
に
は
肝
臓
に
も
メ
ス
を
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。
が
ん
の
広
が
り
を

見
極
め
、
肝
不
全
の
起
き
な
い
適
切
な
範
囲
を
切
除
す
る
の
は
至
難
の
業
だ
。
「
が
ん
の
位
置
が
一
セ
ン
チ

違
う
だ
け
で
手
術
法
が
変
わ
る
」
分
野
で
、
一
九
七
〇
年
代
ま
で
は
、
二
年
間
以
内
に
命
を
落
と
す
患
者

が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
。 

  

名
大
で
講
師
を
し
て
い
た
八
〇
年
代
、
肝
臓
全
体
を
血
液
の
流
れ
方
に
沿
っ
て
八
つ
の
区
域
に
分
け
た

う
え
で
切
除
す
る
部
分
を
決
め
る
肝
臓
が
ん
手
術
の
手
法
が
、
胆
管
が
ん
に
も
応
用
で
き
な
い
か
と
着
目
。

胆
管
の
分
布
に
沿
っ
た
肝
臓
の
区
域
分
け
を
設
定
し
、
が
ん
の
広
が
り
程
度
に
応
じ
て
ど
こ
を
ど
れ
だ
け

切
除
す
れ
ば
よ
い
か
を
体
系
化
し
た
。 

  

手
術
時
間
は
通
常
十
二
時
間
前
後
、
時
に
は
十
五
時
間
に
及
ぶ
。「
絶
対
に
が
ん
に
は
負
け
な
い
」
と
い

う
ね
ば
り
強
さ
は
、
高
校
時
代
か
ら
続
け
る
柔
道
で
鍛
え
た
。
医
師
を
志
し
た
き
っ
か
け
も
、
柔
道
で
受

け
た
傷
を
薬
剤
師
の
父
か
ら
も
ら
っ
た
薬
で
治
し
て
い
た
こ
と
。
現
在
、
六
段
で
得
意
技
は
寝
技
。
毎
週

土
曜
日
は
名
大
柔
道
部
師
範
と
し
て
四
時
間
み
っ
ち
り
、
学
生
と
組
み
合
う
。 

  

世
界
各
国
の
外
科
学
会
か
ら
招
か
れ
、
手
術
を
現
地
で
披
露
。
腕
を
求
め
て
来
日
す
る
海
外
の
患
者
も
。

「
死
亡
率
を
少
し
で
も
ゼ
ロ
に
近
づ
け
る
。
限
界
ま
で
挑
戦
し
、
手
術
療
法
を
極
め
た
い
」 

  

名
古
屋
市
出
身
。
六
十
一
歳
。
同
市
瑞
穂
区
弥
富
町
。
（
社
会
部
・
山
本
真
嗣
） 


